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PICK UP

カリヨンベル（緑園）
学生食堂アンデレ（緑園）

フェリスホール（山手）

渡り廊下のステンドグラス（緑園）
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幸 福 論幸 福 論

理事長
亀德　忠正
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自分らしく輝くことが、
　　　　　　誰かの力になる 学長　小檜山　ルイ

学院長　秋岡　陽

発売日： 2024 年 8月 24日

著者／編集：  秋岡 陽 ( 著 )

出版社：  株式会社音楽之友社

　大好評販売中！
自宅で音楽学を愉しむ
新しいヒントやトピック満載！

みめぐみゆたけき
　　　主の手にひかれて
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文化表現学科
欧米・アジア・日本の文学、音楽、舞台芸術、映画などにおける表現や、その背後にある
社会と思想について、また創作とビジネスの関係について分析します。映像やサウンド
デザインなど、創造・発信方法も修得できます。
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Faculty of Global Liberal Arts

専攻では、1 人ひとりの関心に従い、社会で活きるスキルと知識の獲得を目指しますが、そのためには幅広い視野と知識が

欠かせません。１・2 年次には副専攻に加え 300 近い全学共通科目から自由に豊かな学びを得ることができます。大学の

これからの学びにご期待ください。

グローバル教養学部 スタート
2025年4月

大学は 1 学部 3 学科体制へ

11111111111 年次 /2 年次は学科共通で基礎となる幅広い分野を学び、3 年次から専攻で専門領域を探究します次次次次次次次次次次次次次次次次次次年次次次次次年年年次次次年年年年年次年年年年年年年年年年年年年年年年
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国際社会学科
国際関係専攻

高柳 彰夫 教授
2002年から、
国際交流学部国際交流学科

国連持続可能な開発目標（SDGs）を踏まえつつ、
貧困削減・教育・保健・ジェンダー平等などの
世界の開発課題と、国際的な開発協力のあり方に
ついて考察します。

授業名：国際開発論

心理コミュニケー
ション学科
共生コミュニケーター専攻

中川 正紀 教授
1998年から、
文学部英語英米文学科

1980 年代に政府側を米国が支援する本国内戦を
逃れて渡米したものの「政治難民」に認定され
なかったエルサルバドル系避難民への聞き取り
調査記録を用い、民間レベルの移民支援について
日本の今後を見据えつつ考えます。

授業名：比較共生社会論

文化表現学科
ヨーロッパ・アメリカ専攻

由井 哲哉 教授
2009年から、
文学部英語英文学科

シェイクスピア作品は人間の様々な感情や葛藤を
描く文学であると同時に演劇というパーフォーマンス
の芸術でもあります。今期は『オセロー』の魅力
を劇場の構造や台詞の韻律なども含めて解説して
います。

授業名：イギリス演劇

地球社会・環境専攻
国際社会学科

荒井 真 教授
1997年から、
国際交流学部国際交流学科

地球環境・人間環境問題の解決に司法は大きな
役割を果たしてきました。この授業では、各国の
司法制度を比較して、その異同を明らかにしつつ、
いかなる司法システムが最善かを学生とともに
考えています。

授業名：比較法

文化表現学科
日本・アジア専攻

勝田 耕起 教授
2004年から、
文学部日本語日本文学科

国語教職、日本語教員養成の両方に関わるので
講義内容の体系性は担保しつつ、教材にはマンガ・
動画・ＴＶ・広告等で見つけた話し言葉、俗語、
敬語などをも使って、日常の中に学問があると
いう話をしています。

授業名：日本語学概論

国際社会学科
国際ビジネス・観光専攻

上原 良子 教授
2003年から、
国際交流学部国際交流学科

世界で最も観光客を集めるヨーロッパ。ホテルから
代理店までその裾野は幅広く、もはや主要産業の
一つです。なぜ長期のヴァカンスが可能なのか、
新しい観光のトレンドとは何か。地域の活性化と
あわせて考察します。

授業名：ヨーロッパの地域開発と観光

文化表現学科
音楽・身体表現専攻

土屋 広次郎 教授
2005年から、
音楽学部音楽芸術学科

この授業は従来でいう合唱にあたります。音楽身体
専攻では音楽や舞踏科目を中心に学び、 従来同様に
PA（実技）レッスンにて演奏技術を磨くことが
できます。また、音楽のみにとどまることなく広く
社会で活躍できる「輝きある」人材を育成します。

授業名：欧米音楽入門 3

にはどんな科目があるの？

推測統計学の基礎を学びながら、データ分析の
実践までをマスターする授業です。「認定心理士」
等の資格の履修要件にもなっていることから、
欠席者ほぼ皆無、授業ごとの課題レポートもほぼ
全員が提出、という理想的な環境で進めています。

授業名：心理データ分析（１）

心理コミュニケー
ション学科
心理専攻

潮村 公弘 教授
2010年から、
文学部コミュニケーション学科

身の回りに溢れる音や音楽に着目し、音楽の起源、
コンサートや聴衆の歴史的変遷、様々なメディアの
音楽への影響、ジェンターと音楽、音環境の問題な
ど、人間社会における音楽のあり方について考える
授業です。

授業名：音楽社会学

心理コミュニケー
ション学科
メディア専攻

谷口 昭弘 教授
2012年から、
音楽学部音楽芸術学科

グローバル教養学部

梅﨑 透 教教授
新学部長
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2029 年 3 月～

これからの同窓会は？
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フ ェ リ ス 女 学 院 大 学
同 窓 会 総 会
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２
０
２
５
年
４
月
に
入
学
し
た
１
年
生
は

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
の
中
で
音
楽
を
学
ん

で
い
ま
す
。
新
し
い
学
部
組
織
で
は
音
楽
の
看

板
が
表
立
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
す

が
、
学
内
の
教
員
の
意
識
は
全
く
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
音
楽
の
学
び
」
が
フ
ェ
リ
ス
を
特

別
な
存
在
に
し
て
い
る
こ
と
も
全
学
的
に
共

日
頃
よ
り
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
お
心
を

寄
せ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

学
年
幹
事
会
に
お
い
て
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
会
長
の
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
で
は
学
部
が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
皆
様

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
音
楽
学
部
の
伝
統

有
さ
れ
て
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が

Ｐ
Ａ
科
目
が
全
学
教
養
教
育
機
構
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
）

の

に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
ま
や
Ｐ
Ａ
科
目
は
全
学
生
に
対
し
て
門
戸
を

開
き
、
受
験
生
向
け
の
大
学
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
お
い
て
も
Ｐ
Ａ
は
最
初
の
方
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ス
に
お
い
て
音
楽
を
学
ぶ

裾
野
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
「
音
楽
」
が
Ｃ
Ｌ
Ａ
の

副
専
攻
に
登
場
し
ま
す
。「
理
論・歴
史
系
」「
演

奏
・
創
作
系
」「
ビ
ジ
ネ
ス・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
」

と
い
う
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
多
様
な
音
楽

の
学
び
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
も
、
す
べ
て
の

学
生
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

旧
来
の
音
楽
芸
術
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
直
接
引
き
継
ぐ
の
は
文
化
表
現
学
科
の

「
音
楽
身
体
表
現
専
攻
」
で
す
。
学
科
名
・

専
攻
名
が
指
し
示
す
通
り
、
人
間
社
会
や
文

化
と
結
び
つ
い
て
い
る
音
楽
を
、
ト
ー
タ
ル

に
捉
え
ま
す
。
音
楽
の
学
び
は
音
楽
の
み
で

完
結
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
文

学
や
演
劇
、
歴
史
や
社
会
の
あ
り
方
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
演
奏
表
現
に
も
深
み
が
出
て

き
ま
す
。「
音
芸
」
の
学
び
の
一
部
は
心
理

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
「
メ
デ
ィ
ア

専
攻
」
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
音
楽

と
映
画
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
ゲ
ー
ム
や
ア

ニ
メ
な
ど
と
の
関
わ
り
合
い
を
学
び
ま
す
。

音
楽
学
部
の
伝
統
は
新
た
な
時
代
へ
、
形

を
変
え
て
続
い
て
い
く
の
で
す
。

一
学
部
と
な
る
大
改
革
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に

伴
い
三
つ
の
同
窓
会
（
り
て
ら
・
り
べ
る
て
・

Ｆ
グ
ル
ー
プ
）
も
大
学
同
窓
会
と
し
て
一
つ

と
な
る
た
め
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
学
年
幹
事
会
に
て
新
同
窓
会
会
則
が
承

認
さ
れ
、
２
０
２
６
年
度
よ
り
施
行
の
予
定

で
す
。

５
月
に
は
音
楽
学
部
の
ご
協
力
を
得
て

「
山
手
の
丘
メ
モ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
／
宗
施

月
子
先
生
を
偲
ん
で
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
宗
施
月
子
先

生
を
憶
え
、〝
ゆ
か
り
の
先
生
と
卒
業
生
に

よ
る
お
話
と
演
奏
〞
に
来
場
者
は
心
を
一
つ

に
聴
き
入
り
、
フ
ェ
リ
ス
で
培
わ
れ
た
音
楽

を
堪
能
す
る
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
開
催
い
た
し
ま
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
、
山
手
の
丘
の
音
楽
会
、
リ
ユ
ニ
オ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
ユ
ニ
オ
ン
・
レ
ッ
ス

ン
（
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
／
オ
ル
ガ
ン
）

は
今
年
度
も
引
き
続
き
開
催
予
定
で
す
。
ま

た
、
フ
ェ
リ
ス
ホ
ー
ル
改
修
の
た
め
の
募
金

コ
ン
サ
ー
ト
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
春

お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
82
名
の
新
会
員
の
皆

様
と
ご
一
緒
に
、
ま
す
ま
す
活
発
な
音
楽
活

動
を
展
開
し
、
学
内
外
に
フ
ェ
リ
ス
の
音
楽

を
発
信
し
続
け
、
そ
の
こ
と
が
フ
ェ
リ
ス
女

学
院
の
教
育
理
念
で
あ
る“For Others”

の

実
践
、
ひ
い
て
は
社
会
貢
献
に
繋
が
り
ま
す

よ
う
に
と
、
夢
は
広
が
り
ま
す
。
今
後
と
も

Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
い

た
だ
き
お
支
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

音楽学部同窓会Ｆグループ
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リユニオン コンサート ジョイント コンサート

山
手
の
丘
の

音
楽
会

リ
ユ
ニ
オ
ン

レ
ッ
ス
ン

【出演者】♦平沼 由季pf（50回）
                ♦大橋 多美子msop（20回）
　　　　　　　　 ＆ 神戸 愉樹美ヴィオラ・ダ・ガンバ合奏団
                ♦女声アンサンブル ミント・フレイバーズ
　　　　　　　　　　　　　＆ 西 由起子cond＆蓼沼 明子pf

（P20参照）

【出演者】森永 美穂sop（48回）/尾藤 万希子pf（51回）/
小清水 桃子org（55回）/臼木 あいsop/藤井 直美sop/
大槻 孝志ten/向井 育子（リトミック）

　　（P20参照）

♦♦ 中川中川中川中川川美香 o美美香美香 o香 org（rg（rg（（r 71回1171回）♦ ）♦）♦コーコーーロロロロ・・フェリフェリリリフ リーチーチェーチェ＆大橋＆大橋＆大橋大橋＆大橋大橋大橋多美多美子 cond（dd 20回）
   河本河河＆河本河本本加世加世加世加 子 pf子子子 （50 回）＆回）＆回）＆回）＆＆小池 小池 小池小小小池圭代 s圭圭代 ss圭代 sopop（p（p 59 回9 回回回）♦ 古﨑 京花 pf（72 回）
♦ 女声アンサンブルルーチェ＆＆＆小泉小泉小泉 泉ひろしろしろしろし conconnnd ＆宇＆d＆宇内 千晴 orgg

ジョイントコンサート

募集情報

概 要：毎年10月頃・フェリスホール
　募集期間：当年 1～ 2月
　応募対象：Fグループ会員
　先生・役員の推薦および書類審査あり。

概 要：2026年３月 27日（金）
　募集期間：25年 10月 10日～ 12月 27日
　参加資格：Fグループ会員とそのレッスン生
参 加 費：12,000 円～

　〈ヴィオラ・ダ・ガンバ講座〉
概 要：月 1回・火曜・同窓会室
　受講資格：Fグループ会員・フェリス卒業生
　　　　　  （要音楽基礎知識）
会 費：1回 2,500 円～　楽器レンタルあり

　〈オルガン講座〉
概 要：2025年 8月 27・28日フェリスホール

　受講資格：Fグループ会員・りてら・りべるて・
　　　　　   音楽教室オルガン科生
受 講 料：5,000 円～
　特別公開レクチャー：1,000 円（P20参照）

問い合わせ・申し込みは Fグループまで
ferris@fgroup.jp 045-350-8930

音もだちトラベルで行く「夏の万国博覧船ツアー」
～０歳から大人まで～
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　Fグループグッズとして皆様にも

お馴染みの愛らしい絵葉書。今回の

卒業生便りでは、そんな絵葉書の作

者である 1960 年卒業、岡崎光子さんのお宅に訪問して、お

話を伺いました。

　その日は少し汗ばむ陽気でした。窓を開けると絵のモチー

フとなった庭が。部屋の壁には小さなヴァイオリン。岡崎さ

んの絵を思い起こさせる風景の中、お話は始まりました。ヴァ

イオリンを始めたのは小学校低学年の頃。お母さまに連れら

れて鎌倉から東京の先生のお宅へと通われたそうです。その

後、中学、高校、短大とフェリスで学ばれます。「毎朝礼拝

を守る意味は、そのころ何もわかっていなかったけれどキリ

スト教の信仰への種がふんだんにまかれていたように思いま

す。人生の精神的基盤が作られた。長い時間を経て、そう感

じます。」今、それが芽を出し育ち始めているそうです。

　人生において大きな転機は久保田良作先生との出会い。当

時のフェリスでは課外授業や音楽教室で音楽を学ぶ機会に恵

まれていたそうです。そこで久保田先生の指導を受け、自分

のヴァイオリンが変わったのを感じ、もっともっと先生の元

で勉強したいという情熱が短大へと導きました。専攻科へ進

んだ年にヴァイオリン科生が５名入学してきたものの、それ

までの短大在学中、弦楽器科は岡崎さん一人きり。しかし、

一人であることを問題とも感じないほど久保田先生からの学

びは奥深いものでした。

　短期大学を卒業後は、専攻科を経てフェリス音楽教室の

ヴァイオリン講師として定年まで 40年余り子供たちの指導

にあたられました。「音楽教室で私がやって良かったと思う　

のは弦楽器の合宿。」弦の先生方と始めた合宿は、協力して

くれた卒業生、生徒さんたち、皆にとってかけがえのない思

い出となりました。「見えない子供たちの部分が見えるよう　

になるの。子供ってこんなだよね、ずるをする子もいるし、

色んな子がいる。先生と生徒でない楽しい時間の連続でした。

皆と過ごせた事がとても楽しかった！」岡崎さんが描かれた

絵の子供たちはみんな、生徒さんやお孫さんたち。子供たち

それぞれに、愛を持って接していたことが窺えます。

　Fグループ、第一回目のジョイントリサイタルに出演され

た時は倉長先生からお誘いがあったそうです。学校側も卒業

生が世に出る手助けとなるようにと、企画されたようでした。

また、現在も活動している Fグループアンサンブル。ここ

で岡崎さんは創設メンバーとして尽力されます。１９９０年、

時代は短大から大学音楽学部への移行期。弦楽器科が数年な

くなる局面となった折、なんとか弦の響きが絶えないよう願

い結成されたそうです。「三宅洋一郎先生、田中順先生がご

苦労なさってしいた道をつなげたい。自分がやりたいという

気持ちよりもフェリスの為に何か・・そんな僭越な気持ちも

あったと思います。諸先生方が築いた鉄橋の柱の一つとなれ

たらと願って思いついたのが合奏だったの。」こんなことを

言うのはおこがましいのだけれど、と遠慮がちにお話くださ

いました。

　最近では礼拝にて、音楽教室の思い出が詰まった≪マタイ

受難曲≫のアリア <憐みたまえ >を賛美演奏されたそうで

す。姪御さんのお子様たちの可愛さを描かずにはいられな

かったと始めた絵は、６０歳をすぎてからいただいた神様か

らのプレゼント、と仰っていました。穏やかでありつつ、時

には毅然とお話しくださった岡崎さん。最後に「信仰」とい

う言葉を大切に語った姿が印象的でした。素晴らしい先輩に

出会えたことへ感謝致します。

山
手
の
丘

メ
モ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
宗

施
月
子
先
生
を
偲
ん
で
〜

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
5
月
17
日

岡崎 光子（11回）
短大音楽科ヴァイオリン専攻卒業同専攻科修了

卒 業 生 だ よ り

　　　　文：齊藤 美和子
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心をひとつに

会長 山縣 幸子 　          　          　           

エコキャンパス研究会
日本語日本文学科 3 年
主将 西山 光穂さん

キャンパスだより

No.41L i t t e r a 
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りてら募金 ( 追加通信費 ) のお願い

2025 年 4 月 1 日、471 名の新入学生を山手のカイパー
記念講堂に迎え、新しいグローバル教養学部が船出しま
した。新学部は国際社会学科、心理コミュニケーション
学科、文化表現学科の３学科からなり、それぞれの学科
に 3 年次から進む 3 専攻が設定されています。フェリ
スが伝統的に大切にしてきた異文化理解、国際協調、コ
ミュニケーション、音楽といった学問分野に、現代社会
において要請される資格やビジネスのスキルを加え、一
学部でより有機的な学びを実現するプログラムとなって
います。また、これまで同様、所属学科を超えて学びを
組み立てることができる自由さを大切にしつつ、今年か
ら新たに音楽を加えた 4 つの副専攻を用意し、学びを
より形にする仕組みを提供します。

　18 歳人口の減少と、女子大学に対する逆風のなかで、
フェリスの価値は一体何なのか、私たちはこれまでどん
な卒業生を輩出し、これからさらにどのような知とスキ
ルを育んでいくのかという課題に正面から向き合いまし
た。初期構想から数年間にわたる議論と準備を経ての新
学部開設です。既存の学部の枠組みがなくなるという卒
業生にとっては大変複雑な心境が想像されるなか、同窓
会の皆様には強い励ましのお言葉をいただき、フェリス
女学院大学の未来像をつくるお手伝いをいただきまし
た。心より感謝申し上げます。
　新しいグローバル教養学部の発足にあたり、大学では
新しいブランドコアを打ち出しました。＜輝く、輝かせ
る。＞自分が自分らしく輝くことで、誰かの力になるこ
とができる卒業生を輩出してきたフェリスの強みを言葉
にしたものです。大学入試が一般受験型から指定校推薦
や総合選抜型などの年内入試に大きく比重を移すなか、
新学部第一期生の多くはフェリスを第一志望として入学
しました。そのこともあってか、教室はとても明るい希
望にあふれた雰囲気に満ちています。ぜひキャンパスに
足をお運びください。

グローバル教養学部長

梅﨑 透  教授

グローバル教養学部の出発にあたって

りてら2024年度決算報告
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ご 紹 介

自分の家のお茶が大好きなので、
それが飲めなくなるのは
考えられなかった。

宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮代 友代 友代 友代 友代 友代 友代代 友代 友代代代 友代代代代 梨佳梨佳梨佳梨佳梨佳梨佳梨佳梨佳梨梨佳佳佳佳ささささんさんさんさんさんんさささんさささ 　

Ferris Festival 2025
11/3(日)・11/4(月・祝)
今年も上原教授のゼミに出店させて頂きます
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２
０
２
５
年
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文

学
部
は
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
60
年
と
い
う

重
み
と
と
も
に
、
そ
の
半
分
以
上
の
年
月
を

本
学
文
学
部
の
教
員
と
し
て
過
ご
し
て
き
た

こ
と
に
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
と
大
き
な
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
古
典
文
学
、
特
に
和
歌
文
学
を
専

門
と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か

と
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
時
代
が
移
り
変

わ
っ
て
も
、
人
の
営
み
の
本
質
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
様
々
な
教
育
を

受
け
て
、
大
人
に
な
っ
て
ゆ
き
、
あ
る
年
齢

に
な
っ
た
ら
働
き
、
恋
を
し
た
り
、
結
婚
し

た
り
、
様
々
な
人
生
の
重
要
な
決
定
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
年
老
い
て
、
死
ん
で
ゆ
く
の

で
す
。
こ
の
営
み
は
、
い
か
に
人
工
知
能
が

発
達
し
よ
う
と
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
間
は
、
文
化
的
な

行
為
を
行
う
存
在
で
す
。
人
生
の
重
要
な
出

来
事
や
思
考
に
つ
い
て
、
日
本
の
古
典
文
学

は
長
い
間
知
恵
と
力
を
読
者
に
与
え
続
け
て

き
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
人
生
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
人
生
を
、
深
く
、
豊
か
に

生
き
る
道
の
一
つ
が
、
古
典
文
学
を
学
ぶ
こ

と
だ
と
私
は
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
教
育
の
方
法
は
、
時
代
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
私
が
教
員
生
活
の
後
半

期
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
学
生
た
ち
に
よ
る
古

典
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

本
学
の
「
全
学
教
養
教
育
機
構
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
：

Center for the Liberal Arts

）」
の
設
置
に

携
わ
り
、
全
学
２
年
生
希
望
者
対
象
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
若
者
に
よ
る
文
化
の
創

造
と
発
信
）」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
の
授
業
は
、
学
外
の
企
業
や

行
政
と
連
携
し
、
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
授
業

で
は
、『
百
人
一
首
』
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

商
品
開
発
を
手
が
け
、
和
菓
子
「
浜
恋
路

（
は
ま
こ
ひ
た
び
）」（
横
浜
・
香
炉
庵
）、
紅

茶
「
か
が
り
び
と
し
ら
な
み
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
拠
点
を
置
く
プ
ロ
ビ
ド
ー
ル
社
〈The
Providore

〉）、手
ぬ
ぐ
い
「
百
人
一
首
」（
麻

布
十
番
・
麻
の
葉
）
を
協
同
開
発
、
商
品
化

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、『
百
人
一
首
』

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
小
学
校
の
学
校
給
食
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。毎
回
、多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
取
材
対
応
も

全
て
学
生
が
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
現
す
る
過
程
で
大
き
な
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
が
、
本
学
文
学
部
同
窓
生
、
り

て
ら
の
皆
様
で
す
。
紅
茶
の
企
画
を
実
現
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
部
国
文
学
科
（
現

日
本
語
日
本
文
学
科
）
卒
業
生
で
、
料
理
研

究
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
山
田
玲
子
さ
ん
が

プ
ロ
ビ
ド
ー
ル
社
社
長
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

り
、
販
売
さ
れ
た
各
商
品
は
り
て
ら
会
長
を

は
じ
め
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
が
購
入
し
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
多
大
な
る
支
援
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

さ
ら
に
、
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の

中
世
文
学
ゼ
ミ
で
も
、
古
典
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、

２
０
２
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ゆ
か
り
の

人
物
22
人
に
つ
い
て
、
生
涯
、
文
化
事
績
、

史
跡
を
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
解
説
す
る
「
鎌

倉
殿
・
人
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
制
作
し
ま

し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
本
学
は
鎌
倉
市
と
協
定
を
締
結
、

学
生
た
ち
が
鎌
倉
市
の
清
泉
小
学
校
で
出
前

授
業
を
行
う
な
ど
の
活
動
も
行
な
い
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
度
は
、
井
内
健
太
准
教
授

（
中
古
文
学
）、吉
田
弥
生
教
授
（
近
世
文
学
）

の
ゼ
ミ
と
と
も
に
、
イ
ラ
ス
ト
と
ク
イ
ズ
を

掲
載
し
た
「
し
お
り
」
を
制
作
し
、
紀
伊
國

屋
書
店
横
浜
店
（
そ
ご
う
横
浜
店
７
Ｆ
）
で
、

ゼ
ミ
生
に
よ
る
「
百
人
一
首
」
選
書
フ
ェ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
社
会
の
評
価
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
受
け
て
、
学
生
た
ち
が
大
き
な
成
長
を

遂
げ
た
こ
と
は
一
番
の
成
果
で
し
た
。

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
は
、

２
０
２
５
年
４
月
か
ら
新
し
い
学
部
「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
」
へ
と
改
組
を
遂
げ
、

さ
ら
な
る
発
展
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
私
個
人
は
こ
の
３
月
で
い
っ
た
ん
定

年
を
迎
え
、
４
月
か
ら
は
特
任
教
授
と
し

て
、
主
に
文
学
部
２
年
生
か
ら
４
年
生
の
学

生
を
対
象
と
し
た
科
目
を
担
当
し
ま
す
の

で
、
文
学
部
と
と
も
に
卒
業
す
る
よ
う
な
気

持
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
文
学
部
が
歩
ん
で
き

た
60
年
の
道
の
り
が
、
さ
ら
に
輝
く
未
来
へ

と
つ
な
が
り
、
大
き
な
実
り
と
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

NFORMATIONI

谷 知子 特任教授
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ALL FERRIS で歌う第九
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　くまちゃん 0.7

¥1,800 各色 ¥650

■クルトガＫＳ
　（３色展開）

■マルットサーモ
タンブラー

¥2,500

学校生活の思い出
に。同窓生へのお
土産に。受験勉強
のお守りに。様々
なシーンでお手に
取って頂いている
りてらによるフェ
リスグッズ。学内
はもちろん各イベ
ントや通販でもお
買い求めいただけ
ます！

■ F グループオリジナルグッズ
　　　　　　　　　 各種 ¥500

★クリアファイル
A4 サイズ 2 枚組
A5 サイズ 2 枚組

★絵葉書
クリスマスシリーズ 6 枚入り
音楽のある風景 6 枚入り

永 眠 者（お届けのあった方）
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編 集 者

コンサートのご案内ごご案案ー のごのののののののンササササササーーーーーーーートトトトトトトトののののののののののコココンンササンサートのご案内ココンンササンサ ののごごごご案ののののののの 案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内案案案案案内内内内

クリスマス礼拝クリスマス礼拝

11月 2日（日）・11月 3日（月・祝）11月 3日（月・祝）
場所：緑園キャンパス緑園キャンパス

― S p a r k l e―


